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研究成果の概要（和文）：　次代を担うソーシャルベンチャーのリーダーを育成するには、社会的起業家精神と
ソーシャルキャピタルを醸成することを目途としたリーダー育成プログラムの開発が必要不可欠である。効率的
なプログラム開発手法としては、私的財を生産する営利組織の為に既に開発されているリーダー育成プログラム
をベンチマークとし、それを社会的起業家精神とソーシャルキャピタルの醸成を強化したプログラムへと改良す
ることが考えられる。
　また次代のリーダー候補が、自分たちの組織の社会的役割を議論したり、優れたリーダーのベストプラクティ
スを模倣することにより、リーダーシップを向上させる事を目途としたプラットフォームの構築が有効であろ
う。

研究成果の概要（英文）：Effective leadership in social ventures hinges on specialized programs that 
foster social entrepreneurship and accumulate social capital. These initiatives prepare leaders to 
prioritize both social impact and financial sustainability. Drawing from successful for-profit 
models, these programs adapt strategies to suit the unique challenges of social ventures. Moreover, 
creating discussion platforms for aspiring leaders enhances their ability to reflect, learn, and 
exchange best practices, thereby strengthening their leadership and driving meaningful societal 
change.

研究分野： Social Entrepreneurship

キーワード： Social Enterprise　Social Capital　Emothional Intelligence　Sustainablity　Leardership

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の研究では、チームや組織の成果に対する感情的知性（EQ）の重要性について、リーダーのEQとソーシャル
キャピタル、社会企業家精神、学歴（IQの代理変数）との関連性を示す事例は限られている。そのため、本研究
は新規性が高く、学術的に重要であると言える。また、国内外の政府がソーシャルベンチャーを重要な「新しい
公共」の提供者と認識している背景から、本研究はソーシャルベンチャーのリーダー特性を明らかにし、次代の
リーダー育成に役立つ方法を提案することで、社会的意義が大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ソーシャルベンチャーでは、リーダーのカリスマ性が顕著である傾向にあり、リーダーシップ
研究のほとんどがカリスマ性に焦点を当てたケーススタディーに留まり、リーダーの汎用的特
性が明らかにされてこなかったという学術的背景が存在する。しかしながら、リーダーのカリス
マ性だけに着目していては、次代のリーダーを育成することはできない。またソーシャルベンチ
ャーのリーダーへのヒヤリング調査から現リーダーは次代のリーダーの育成に苦慮しており、
組織の持続可能性を担保することが難しいという深刻な事業継承問題に直面していたため、次
代のリーダーを育成する方法の開発が急務であった。 
 
２．研究の目的 
上述の背景を鑑み、本研究では私的財・サービスを生産・供給する営利企業において、同じ学
歴を持ちながら、リーダーになる者とならない者とが生まれる要因として注目を浴びている感
情知性に着目した。先行研究では、感情知性はリーダーシップの重要な要素であるとされている。
(Coleman, 1998) とりわけ、リーダーが自分の感情を管理し、他人の感情を理解する能力を向上
させることで、フォロワーとの関係性が強化され、チームのパフォーマンスが向上し、フォロワ
ーの働く意欲が改善され、リーダーの意思決定が迅速となることが事例研究や定性的手法によ
る研究によって示されている。(Crossan et al., 1998) ソーシャルベンチャーにおいても、私的財を
生産する営利企業同様、次代を担うリーダーを育成するカギとなるのは、感情知性の醸成である
と考えられる。 
一方、これまでの本研究チームの研究から明らかとなった「有能なソーシャルベンチャーのリ
ーダーは豊かなソーシャルキャピタルを保有する」、「有能なソーシャルベンチャーのリーダー
は社会的企業家精神に富む」という分析結果も加味し EQ と社会的企業家精神 (Social 
Enprepreneursip)とソーシャルキャピタルに焦点を当てつつ、ソーシャルベンチャーのリーダーに
特化した EQ醸成の方法について考察した。 
 
３．研究の方法 
リーダーシップに関する先行研究では、組織のリーダーになるためには、IQよりむしろ EQが
重要なファクターであるということが示されている。本研究では、ソーシャルベンチャーの特性
を鑑み、EQ、ソーシャルキャピタル、そして社会企業家精神の要素を鑑み、現ソーシャルベン
チャーのリーダーに対し、これらの要素を定量化するためのアンケート調査を行った。（写真） 
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 まず、EQを定量化するために用いたアンケート項目は、TEIQue-SFを日本語に翻訳したもの
である。TEIQue-SF は Petrides and Furnham（2001）により開発された 153からなる EQ測定調
査項目を、統計的有効性を担保した 30項目にまで減少させることにより、回答者の負担を減ら
したものである。（表 1） 

【表１ EQを測るアンケート調査項目）】 

 発送したソーシャルベンチャーは 1500で、営利型ソーシャルベンチャー、非営利型ソーシャ
ルベンチャー併せて 140 のアンケートを回収することができた。回収率の低さはコロナ禍が大
きく影響したものであるが、定量分析が可能なサンプルサイズであるため、本研究の当初の研究
計画通り定量分析を実施した。 
 
４．研究成果 
 
[最小二乗法による推定結果] 
 本研究における推定モデルは下記の通りである。 
 

ݕ = ߙ + ߚܺ + ߭,                                       (1) 
 
ここで、yは被説明変数であり、EQを測るアンケート調査項目（表 1）に対する回答より得られ
たソーシャルベンチャーのリーダーの EQ スコア(aveq)である。TEIQue-SF において EQ は、幸
福感(WB)、自己管理（SC）、情緒性（EM）、社交性（SOC）4因子に分類されている。表 1の通
り、回答者は１～7の範囲で回答を選択する。本研究における EQスコアは、本アンケート調査
に回答したリーダーのWBスコア、SCスコア、EMスコア、SOCスコアの値を足し合わせた値
である。WBは、表１のアンケート調査項目のうち、5、9、12、20、24、27、scは、4、7、15、
19、22、30、EMは、1、2、8、13、16、17、23、28、SOCは 6、10、11、21、25、26である。 
WB スコア、SC スコア、EM スコア、SOC スコアは該当するアンケート調査項目の回答の平均
値である。X (k (説明変数の数)×n (サンプルサイズ)）は Dees (1998)の定義による社会的企業家
精神をスコア化した値(seship）、Patnum(2000)の定義によるソーシャルキャピタルをスコア化し
た値（信頼スコア：trust、ネットワークスコア：nw18、互酬性の規範スコア：nr20に分類）、所
属してるソーシャルベンチャーが非営利組織か営利組織か(npo)、そして社会統計学的変数（年
齢：age、年齢の二乗：age2、年収:incom、未婚か既婚か：mari、子供の数：kids、教育レベル：
edu、居住地域の規模特性：commun）を含む説明変数であり、ߙは定数項(_cons)、ߚは説明変数の
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係数である。そして߭は古典的線形回帰モデルの誤差項である。 
 
【表 2 記述統計とモデル推定結果】 

［記述統計］ 

 
 

［式(1)の推定結果］ 

 
表 2 は上述の計量モデルに関する記述統計と推定結果である。なお、通常の OLS（最小二乗
法）推定量の分散共分散行列は、ハブラー/ホワイト/サンドイッチ推定量により修正されている。
これは誤差項の分散不均一性や非正規性に対して頑健性を担保する。 
推定結果を見ると、まず seshipが 1ポイント上昇すると、EQは 0.36ポイント上昇する。つま
り社会的企業家精神の醸成を目途としたトレーニングは、EQ を向上させるようである。また、
ソーシャルキャピタルの要素である互酬性の規範(nr23：ボランティア活動時間で計測)を除き、
信頼(trust：一般的に他人を信頼するかどうかで計測)とネットワーク(nw18：普段、１日に接する
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人の数で計測)は EQ をそれぞれ、042 ポイントと 0.12 ポイント向上させることが分かる。つま
り、ソーシャルキャピタルの醸成を目途としたトレーニングプログラムもまた、EQを向上させ
る効果を持つようである。 
一方、社会統計学的変数については、EQに何ら影響を与えない。とりわけ、教育レベルが高
いからと言って EQも高いとは言えない。これは先行研究において、事例研究や定性的手法によ
る研究によって示されてきた帰結に符合する。つまり、IQ が高い者が必ずしも EQ が高いとは
言えず、その逆もまた真のようである。優れた IQは学業や高い専門性を必要とする商品開発や
経営戦略の策定などにおいてその効力を発揮する一方、EQはリーダーシップや人と人との関係
性の強化においてその効力を発揮すると言われている。また、本研究における分析結果から、リ
ーダーの EQは所属している組織が非営利か営利化に依存しない。そして、communの係数より、
大都市より中小都市、中小都市より農山村といったように、コミュニティー規模の小さい地域に
住むリーダーの方が、EQは高いようである。これは、農山村に住むことにより、他者と係る環
境が多くあり、そのことが EQを向上させることに寄与しているのかもしれない。 
以上を鑑みると、次代を担うソーシャルベンチャーのリーダーを育成するためには、リーダー
の社会的企業家精神とソーシャルキャピタル力を醸成することを目途としたリーダー育成プロ
グラムを開発することが必要不可欠である。ソーシャルベンチャーのリーダー育成に特化した
プログラムの開発方法としては、私的財を生産する営利組織の為に開発された既存のリーダー
育成プログラムをベンチマークとしつつも、それをより社会的企業家精神とソーシャルキャピ
タル力の醸成の強化を目途としたプログラムへと改良することが考えられる。また、ソーシャル
ベンチャーのリーダーの活動事例からベストプラクティスを発見し、次代のリーダー候補者の
間で、それを共有できるようなプラットフォームの構築も有用であると考えられる。 
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